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通報が必要かどうか確認できます。
発見した死亡野鳥の特徴から、
『はい』または『いいえ』を選んでください

①土地所有者または発見者ご自身で、“可燃ごみ”として処分を
お願いします。※道路上の場合は道路管理者が対応します。

②死亡野鳥通報窓口へご連絡ください。
（連絡先は県ホームページに記載しています。）

対応

『検査優先種１』または『検査優先種２』
の可能性があります。

→②へ

ハトと同じくらい
またはハトより大きい

水鳥である
（例）
・足に水かきがある
・カモや白鳥の仲間

腐敗や損傷がひどい、
または死因が交通事故で
あることが明らかである

死亡野鳥のレベル別回収区分一覧から、
検査優先度をご確認ください。
・区分ごとの羽数より少ない場合

→①へ
・羽数を満たしている場合

→②へ

『検査優先種３』または『その他の種』
の可能性が高いです。

１～２羽の場合→①へ

３羽以上の場合→②へ

猛禽類である
（ワシやタカ、
フクロウの仲間）

死亡野鳥の種類がわかる

→①へ
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